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はしがき

猪狩誠也
広報史研究会主査

日本広報学会理事会の指定によって平成 18年度「指定研究」として本研究会が発足してから

2年を経過し、 3年目に入っている。最初に研究会員を募集したところ 25名の学会メンバーが

参加、最初の 1年間は月 1回の研究会は間違いな く守られた。

18年度は、研究会だけで 10回、それぞれが自分の興味のあるテーマについて発表し、互いに

意見を交換し合うという形で進められた。それ以外に、初期の日本の PR会社の創業者、コスモ ・

ヒ。ーアーノレPRの松田妙子さん、知性アイデアセンターの小石原昭さん、電通、電通 PRセンタ

一、博報堂 PR部、国際 PRなどのOB.OGの皆さん、 50年代に P R会社をつくった方のご

遺族、それ以外にも企業広報のOBたちへの聞き書き 、回顧座談会など 10数回に及んだ。こう

した広報の先達たちが日本の広報をつくってきたことをつくづく感 じたのである。

2年目の 19年に入り、メンバーの一人が吉田秀雄記念財団の研究助成に応募することを提案、

それが通って助成を受けることになった。歴史としての一貫性を持たせたかったことなどから、

メンバーの中から、次の 6人が執筆にあたる ことにした。戦前、日本初の広報部門を持った満鉄

および満州国の弘報を小川真理生、戦前の広報 ・研究活動等を猪狩誠也、戦後の PR導入にあず

かつて力のあった電通を中心に北野邦彦、行政広報を横田逸郎、そして企業広報を剣持隆、 これ

までほとんど手つかずであった PR業の歴史を森戸規雄が担当し、 一年間の全員の成果に助けら

れながら、『日本の広報 ・PR史の基礎的研究』を 20年 3月 10日に吉田記念財団に提出した。

そうしたことから、 2年目の研究会はややベースは落ちたが、研究会は続けられた。それとい

うのも、オズマ ・ピ一アーノレの柳勲社長が青山表参道の同社の会議室を第 1回から 2年間ずっと

無料で貸していただき、さらには森重ひとみさんと いうたいへん気配りのある女性社員の方を世

話役として村けてくださった。もちろん、オズマ ・ピ一アーノレのこれまでの経験、さらには松田

さん、小石原さんをご紹介いただくだけでなく、インタビューにまで同席いただいた。柳さん、

森重さんに心からお礼を申し上げたい。

そして 2年間にわたって研究を続けてきた会員諸氏の論文 ・エッセイも合わせた報告書をここ

に刊行する運びになった。

この共同研究について自己評価も含めて一言付け加えておきたい。満鉄本体についてはこれま

でもかなり研究は進められてきたが、小川が行った満鉄 ・満州国の弘報については、これまでな

かった資料も見つけ、こんにちの日本の広報にもかなりの影響も与えていることが分かつたよう

に思っている。また戦後もっとも早く パフ、リック ・リレーションズに注目 したのは電通だ‘ったこ

とは認識されていたが、その動きも北野邦彦の研究で新事実の発見もあり、明確になってきたよ

うに思う。もうひとつは、これまでほとんどなされていなかったのが PR産業の歴史だったが、

ここに初めて森戸が取り組んだのである。とくに聞き書きが多かったのがこの分野で、あった。

これまで 2年間研究を進めてきて感じるのは、まだまだ歴史としての完成にはほど遠いという

ことである。本報告書では読む人も限られざるをえない。広く広報に関係ある人びとに読んでい

ただき、さらに歴史の証言を集めるためにも、単行本として出版できればと考え、もう 1年間の



研究期間を研究会運営委員会に申請したところ、さいわいにも認可を得ることができた。

この報告書を読んで、これは広報史の上に欠かせないといった事実をお持ちの方、その出版の

一翼を担いたいという方は今からでもぜひご参加いただきたい。
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